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新春を迎えて

活動やボランティア活動など、自然と親しみ、人とふれ合うこと

の楽しさを感じながら自らを成長させるものであり、子どもや若者

の人格形成に大きな役割を果たしています。

　ボーイスカウトの皆さんには、さまざまな体験や活動を通じ

て、自分に自信を持ち、困難に立ち向かう「生きる力」や、相手

に対する思いやりの心などをしっかりと養っていただき、強い心

をもって社会に羽ばたいていってほしいと願っています。

　本県では、家庭、学校、地域が一体となって、子ども・若者

の健全育成や自立支援に向けた取組を推進しているところで

あります。ボーイスカウトの指導者の皆様にも、地域の教育力

の向上や若者の規範意識の醸成に、これまで蓄積された力を

発揮いただき、子ども・若者が健やかに成長する環境づくり

に、一層の御尽力を賜りますようお願い申し上げます。

　一般社団法人日本ボーイスカウト愛知連盟の皆様にとっ

て、２０１８年がより良い年となりますよう心からお祈り申し上げ

て、新年の御挨拶とさせていただきます。

あけましておめでとうございます。

　新たな年を迎え、ボーイスカウト運動に取り組んでおられる

皆様に、御挨拶を申し上げます。

　近年、インターネットの急速な普及に伴い社会生活が大きく

変化する中、青少年には、自然体験や人とのコミュニケー

ションの大切さを学ぶ機会を提供することが必要であると考え

ます。

　そうした中、ボーイスカウト運動は、規律ある団体行動、野外

愛知県知事
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図画・写真コンテスト入賞作品決定!!

平成29年度の図画・写真コンテストは応募数724点。昨年の指導者・保護者の写真部門新設による大幅増から、更に
応募数が増えました。表彰式は1月14日(日)に名古屋市中区の名古屋市教育センター分館（教育館）で行われます。
(各部門の入賞者一覧は、次ページ以降に掲載)

図画部門・ビーバー　最優秀賞　杉浦 颯人（西尾第6団）
「みんな 友だち」

図画部門・カブ　最優秀賞　高田 啓太（小牧第2団）
「カブ仲間と作った秘密基地」
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ホットニュースホットニュースホットニューススカウトあいち

平成29年度 第38回 図画・写真コンテスト
第38回図画・写真コンテストに724点の応募をいただきました。それらの中から、組織・拡充委員会、有識者による審査を経

て、次の皆さんが入賞されました。おめでとうございます。表彰式は、1月14日(日)に名古屋市中区の名古屋市教育センター分
館（教育館）で行われます。
入賞作品は、1月11日から1月16日まで、地下鉄久屋大通駅セントラルパーク市民ギャラリーで展示します。是非、ご観覧ください。
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図画 ビーバー部門

写真 保護者 ・ リーダー

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第6団
大治第1団
西尾第5団
名古屋第8団
小牧第1団
西尾第6団
名古屋第31団
稲沢第4団

杉浦颯人
長田雄大
佐藤史埜
上地晄太
茂木寧々
鈴木源大
橋本帆加
柘植啓遵

賞 氏　　名 所属団

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞

岡崎第5団
春日井第4団
名古屋第1団

後藤龍夫
久保　洋
浅井慎一

賞 氏　　名 所属団

写真 ベンチャー部門

入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第12団
豊田第34団
岡崎第12団
南知多第1団

鈴木雄大
柴田瑞希
柴田龍希
内田　魁

賞 氏　　名 所属団

写真 ボーイ部門

入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

東海第2団
東海第2団
岡崎第12団
西尾第6団
南知多第1団

濵島歩光
北村和寛
加納隆人
永田冴輝
佐々春奈

賞 氏　　名 所属団

写真 カブ部門

優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

半田第7団
西尾第1団
日進第1団
知多第1団
西尾第1団
西尾第1団
名古屋第1団

青木大輔
進藤穂希
萩野海里
永井統也
浅井陽生
本多　塁
福家安柚美

賞 氏　　名 所属団

写真 ビーバー部門

優 秀 賞 大府第2団豊福かんな
賞 氏　　名 所属団

図画 ボーイ部門

入 賞
入 賞

豊橋第9団
小牧第1団

松山珠雄
松岡真里奈

賞 氏　　名 所属団

図画 カブ部門

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

小牧第2団
小牧第1団
豊橋第9団
稲沢第4団
稲沢第10団
江南第3団
大口第1団
豊明第1団
稲沢第4団
東浦第1団
西尾第12団
一宮第5団
豊橋第9団
一宮第4団
一宮第4団
豊明第1団

髙田啓太
松岡紗里奈
松山菊雄
山崎陽菜子
竹嶌栄人
日比野哉士
仙田拓磨
村田優斗
柘植悠慶
田中優成
村松花南
堀場彩加
小久保賢
柴田莉帆
石原果歩
宮川知大

賞 氏　　名 所属団

＜入賞者　一覧＞
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日本連盟「新・広報戦略 １０本の矢」との連携
ボーイスカウト加盟員の減少が続いている中、日本連盟では
何とかしてその減少に歯止めをかけるべく「新・広報戦略 １０本
の矢」として、ＰＲ戦略の抜本的な見直しを行っています。
その中のひとつに「団のホームページ作成を支援」があるこ

とから、愛知連盟でも日本連盟と連携すべく、今年度から
「ホームページ研修会」を開催することとし、第１回を９月２４日
（日）豊橋市民センター（豊橋市）で、第２回を１１月５日（日）愛
知県青年会館（名古屋市）で実施しました。
第１回は１４名、第２回は7名の参加があり、参加者は専門

の講師から情報発信での留意事項などの説明を受け、実際に
ホームページを作成してみました。
ホームページの威力は大きいとのことですので、この研修の
成果を生かし各団の「活動の見える化」が一層図られ、ボーイ
スカウトのＰＲが進むことを期待します。

あいち森と緑づくり環境活動 学習推進事業「体験で学ぶ森と緑づくり」

11月4日、岡崎公
園一帯は市民祭り
で大勢の人が繰り
出し『体験で学ぶ森
と緑づくり』にも多く
の親子連れが訪れ
楽しんでいただきま
した。市民祭り初参
加には市のこども部
や教育委員会のご
支援のもと、市内児

童・園児へのチラシ配布、まつりのチラシや市制便り等の幅広
い告知で大勢の集客が出来ました。組上げた間伐材のモンキー
ブリッジも存在感があり親御さんにこんなことできるんだ！と感想
ももらい、丸太切りは絶対やりたい！と参加した子もおり、キーホ
ルダーづくりは用意した木の実等をアレンジし早 と々完売しまし
たが皆さん楽しまれました。

１１月５日、晴天の清 し々い日曜日に常滑市南陵の森にて【体
験で学ぶ森と緑づくり】を行いました。
このイベントのために、各団から担当者を選出してもらい、実
行委員会を立ち上げ、３ヶ月会議を重ねて、当日を迎えることが
できました。又、各地域の保育園・幼稚園・小学校にチラシを
配っていただきました。
前日からモンキーブリッジを作成し、当日は開始時間になると

たくさんの親子連れが遊びに来ていただき、モンキーブリッジ、
キーホルダー作り、丸太切り、リーフプリントのブースを楽しそうに
回っている、子供達の笑顔が溢れて、緑の木々がさらに魅力を
演出してくれていました。
ボーイスカウトに参加したい

が、どんな活動をしていますか
など質問もいただき、いろいろ
な話をできたことも、このイベン
トの魅力だったと思います、また
これからも、楽しく魅力的なイベ
ントを企画したいと思います。

「セーム・フロム・ハーム」セミナー
9月24日、「様々な危害から常に安全な状態でいる」という

「セーム・フロム・ハーム」について、本連盟内の団委員長を対
象としたセミナーを５３名の出席者を得て開催しました。 　この
セミナーは、参加した団委員長が、スカウト運動における「思いや
りの心を育む教育」を理解し、今後の活動に活かす事を目的と
し、講義やグループディスカッションを通して、様々な課題に真摯
な態度で取り組んでいただきました。 　スカウト運動の教育は、
その安全な環境を高く維持することで、社会から信頼を得て、保
護者の方々にも安心して子供達を託していただけることになりま
す。そのためにも、全団委員長に履修して頂くために、次年度も
計画中です。

岡崎城下家康公秋祭りに参加
三河葵地区副委員長　後藤 龍夫

たくさんの家族連れにご来場いただきました
知多西南地区副コミッショナー（ボーイ担当）　鈴木 勝



4月2日、労金杯少年野
球開会式奉仕。この大会
開会式がナゴヤドームで開
かれるようになり毎年開会
式の国旗入場をさせていた
だいております。今年も礼儀
正しい選手を前に規律正しく国旗入場の行進ができました。
7月15日～17日、岐阜県・さんけい広場で、団創立５０周年記
念キャンプを行いました。　ビーバー隊からローバー隊まで団委
員、ご父兄も交えての団キャンプ。大そうめん流し、マスのつかみ
どり・塩焼き、ハイキングと団全員が楽しい一夏をすごしました。
そして、スカウトの日。今年は、日頃団活動をしている東区木ヶ
崎公園からＪＲ大曽根駅までの往復、のぼりをたてて街美活動を
しました。私も、節目の年から新たな気持ちで、団を盛り上げてい
きます！
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名古屋千種地区　名古屋第91団　ベンチャー隊長　勝田 信司
千種地区ベンチャー隊合同キャンプin岩村ブランシーパーク

名古屋巽地区　名古屋第1団　ビーバー隊　石川 隼太郎（いしかわ しゅんたろう）

光るどろ団子作り
名古屋西部地区　名古屋第４０団　カブ隊長　鳥海 美紀

9月１０日、常滑市にある
「INAXライブミュージアム」へ
行ってきました。
常滑駅から徒歩約２３分の所

を「やきもの散歩道」を地図見な
がら、約1時間かけて目的地に向かいました。
ここで作るどろ団子は、焼き物に使う土を使って作る、ちょっ

と高級などろ団子です。いびつなだんごを削って、手のひらでコ
ロコロ転がして水分をとばし、今度は手のひらをパレットにして
色を付けてまたコロコロ、今度は指先に色を付けてトントン、ま
たコロコロ。だんだん光って来ました。
途中、小さな傷がついたり、落としてへこんでしまったりと、個
性豊かなどろ団子が出来上がり、とても楽しい時間が過ぎて
いきました。

継鹿尾山(つがおさん)にのぼって

10月８日、犬山の継鹿尾山へ行きました。空が真っ青で暑
い日でした。のぼり始めたら階段が急で大変でした。とちゅうで、
七福神の名前が書き留められていました。足元の岩がゴツゴ
ツで、岩の中に水たまりがありました。落雷で木が倒れていて、
木にコケが生えていてキレイだったけど、跳び箱2段分ぐらい
あって乗り越えるのが難しかったです。
山の上からは、いろんな山々が見えて、太陽の光でまわりの
緑がエメラルドみたいに輝いていました。汗をかいてお弁当を
食べると、すごくおいしいんだなってことがよくわかりました。

H29年、節目の年。こんな事がありました。
名古屋北斗地区　名古屋第42団　団委員長　国立 善行

１１月３日（金）～５日（日）、地区
ベンチャー隊合同キャンプを恵那市
『岩村ブランシーパーク』で実施しま
した。
『第３回愛知ベンチャースカウト大会』参加スカウトが、進級
課程の隼章を取得の為『炊事章』『野営章』及び『天文章』の
項目を実施することを目的に、地区ベンチャースカウト合同会
議での企画・計画を経て実施展開されました。炊事では、普段
できないメニューに挑戦したり、かまどの作成などをしました。
また、同キャンプ地で５日にガールスカウト愛知第４団創立

６０周年記念式典が開催されていた為、思いがけず招かれ、
お祝いと共に交流し楽しい時間を過ごしました。

ニュース & トピックス

〈名古屋〉
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11月5日（日）、弥富市海南
子供の国園内で尾張南地区
のビーバー交流会が行われま
した。
当日は秋晴れで約30名の
ビーバースカウトが、6組に分
かれて6つの組み分けゲーム

をみんなでクリアしていき、昼からはチーム対抗の「シュウマイ
じゃんけん」や「新聞紙リレー」などで1番を目指して頑張りま
した。スカウト活動の楽しさを満喫できた1日でした。

10月14日（土）小牧中部公
民館にて尾張東地区22個団
の団委員長、団委員53名の
参加により開催されました。午
前に去年のアクションプランで
設定した団の現状分析から評
価反省を3個団に発表頂きま
した。午後からの検討会は、3グループに分かれてテーマ：募
集、指導者のモチベーションアップ、団の運営について各団
の取り組みについて話し合いました。討論会で得た情報から、
2018年度への目標設定と具体例について各団で記入頂き
ました。他団の取組を知ってもらう良い機会と団内で今後取
組べき方向を認識頂けたと確信しました。

尾張南地区　ビーバー交流会
尾張南地区　あま第１団　ビーバー隊長　岡 幹人

団委員長サミット2017
尾張東地区　　団担当コミッショナー　椎葉 育美

11月4日～5日に江南1団・3
団ボーイ隊で合同サイクリング
を行いました。目的地は岐阜県
揖斐郡池田町にある大津谷
公園キャンプ場で、走行距離は
往復約80kmです。時折降る雨や強い北風、真冬のような寒さ
にも負けず、スカウト達は活動を楽しみ、親交を深めました。読図
はまだ不慣れなため、行きは幾度となく道を間違えたものの、帰
りには次の経由地点をしっかりとイメージできるようになって間
違いも激減。また、間違えてもただでは起きず、最短の復帰ルー
トを選択するなど、とても頼もしく成長してくれました。

8月18日に一宮市市民
活動支援センターの紹介
でＦＭいちのみやの番組
に出演しました。ローバー
隊とボーイ隊の中からの
数名のスカウトが参加し、
みんな緊張のなか、自団
の紹介、ボーイスカウト活
動や自分たちの楽しかっ
た活動についてインタビューを受け、話をしているうちに番組が
終わっていました。また、このご縁のおかげで11月18日にはビー
バー隊がラジオ局を見学し、良い体験ができました。

サイクリングで読図技能UP！ 
尾張東地区　江南第3団　ボーイ隊副長　林 裕之

ＦＭいちのみやに出演したぞ
尾張西地区　一宮第４団　ボーイ隊副長　柴田 和仁

ニュース & トピックス

〈尾張〉



ニュース & トピックス

〈三河〉

躍動する碧海地区
碧海地区　安城第１団　ローバー隊長　白谷 康裕

刈谷第１１団　カブ隊長　神谷 能宏

スカウトの夏の楽しい活動の思い出を絵や写真で紹介！
豊田地区　組織・拡充委員長　鈴木 利幸

子供も大人もWでゲット：地域市民館まつりにPRブース
穂の国地区　豊川第4団　団委員長　大谷 俊宏

三河葵地区ビーバーともだち集会 開催
三河葵地区　副コミッショナー（ビーバー担当）　小泉 国男

９月１６日（土）～２６日
（火）まで豊田市産業文
化センター１階サロンに
て、愛知連盟主催「図
画・写真コンテスト」への
応募作品の展示会を行
いました。応募作品は、
「キャンプファイヤー」や「流しそうめん」等、スカウトの夏の楽し
い野外活動の思い出をビーバースカウト（小学生年代）～ベン
チャースカウト（高校生年代）・成人指導者が絵や写真にした
ものです。展示期間中、数多くの市民の方に“楽しいスカウト
活動”を見ていただくことができました。
（展示数：図画６３点・写真１２点）

１１月５日（日）に幸田町役場の東隣
にある、幸田中央公園にて地区内１８
個団のビーバースカウト（小学校１年
生から小学校２年生までの男女児童）
が一同に集まり「ビーバーともだち集
会」をスカウト６７名、体験兄弟４６名、

保護者の方８０名、指導者４８名の総勢２４１名で開催しました。
今回のテーマは、「ちびっこ忍者大作戦～宝を取戻せ～」で殿
様から宝箱を奪った、悪い忍者から宝箱を取戻すストーリーで、修
行というゲームを通じてビーバーが徐々に強くなっていくということ
で、様々な難関（ゲーム）を設定しました。
台風で１週間延期になっての開催でしたが、参加ビーバースカ
ウトはケガする者もなく、秋風が吹くやや寒い中でしたが、みんな
元気一杯に指導者が準備したゲームに夢中で楽しく遊ぶことが
できました。

１１月４日、安城にスカウト
運動が生まれて５０年の記
念式典が行われました。安
城市長、ライオンズクラブ、
安城、刈谷、知立、高浜、
碧南の仲間たちとＯＢが集
いました。保護者の振る舞
いのカレーライスとピザに盛

り上がりました。また、刈谷地域では４ボーイスカウトとガールス
カウトが4日～５日「あうとどあくっきんぐ～一緒に作って・一緒
に食べて・一緒に笑って～」をテーマにキャンプファイヤー、そ
ば打ち、釜めし、鶏の丸焼き、青竹のプリン、飯盒の蒸しパン、
枝とアルミホイルの目玉焼き、フルーツポンチをスカウト（小1
～高３）たちが楽しみました。

１１月４日、地域市民館
祭りにボーイスカウトPR
ブースを出展しました。
毎年恒例の行事で、
今回は工作部門として
出展し、団委員を中心と
する団独自の組織拡充
特別チーム「チームW」
のメンバーが万華鏡づくり、ペットボトルの底を利用したコマづく
り、トイレットペーパー芯を使った弓矢で的あて、などでビーバー・カ
ブスカウト年代の子供たち（小学１年～５年生）と一緒に作って
遊ぶ体験の場を展開しました。
また大人の方には、ボーイスカウト運動への理解を深めても
らうための写真パネル、パンフレット、体験入隊の案内などを使
い、子供と大人をWでボーイスカウト運動へお誘いするPRを行い

ました。このような地域で
のふれあいを続けながら、
ボーイスカウト運動に興
味をもっていただき仲間
が増えることを期待して
います。

6
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阿久比町町民レクリエーション大会
知多東地区　阿久比第１団　組織・拡充委員　都築 正文

その時に備え生き残る！
知多東地区　半田第2団　ボーイ隊長　井手 みつき

１０月８日阿久比中学校グランドにおいて、阿久比町町民レ
クリエーション大会が開催されました。阿久比１団は奉仕活動
として、国旗、町旗、大会旗をスカウトが持って入場行進を行
いました。昨年一昨年と雨天中止の大会でしたが、今年は素
晴らしい秋晴れの下、町内の各地区から選抜された選手が頑
張っていました。

ボーイ隊は10月1日、隊集会で、近く発生が予測されている
東南海トラフ地震や大型台風などの自然災害に備え生き
抜く術を身につけるため、勉強会を行いました。勉強会の
内容は、①非常用持ち出し袋の整備、②被災者への救急
救護講習、③サバイバル（ペットボトルでの水の浄化、アル
ミ缶での炊飯、ファイヤースターターを使った火越し）を実

践しました。アルミ缶炊飯
では「簡単で、美味しくお
米が炊けた！キャンプでも
またやりたい！」などスカウ
ト達に大変好評でした。

知多西南地区カブラリー
知多西南地区　武豊第２団　カブ隊長　鈴木 幸久

尾張横須賀祭りで山車引き体験
知多北部地区　東海第１団　カブ隊長　原 隆幸

１０月２９日、知多郡武豊町の富貴小学校体育館でカブ
ラリーを実施しました。天候の悪化が予想されたため、予定
を変更し午前中だけの開催となりましたが、カブラリー劇場
として各隊が年間プログラムの中にある活動を劇にした発
表や、チャレンジ章の友情の細目として、それぞれ５枚のは
がきを持ち寄り、他の隊のスカウトとゲーム形式で交換を行
い、ペンフレンドをつくる機会を持たせました。劇については
各隊、事前準備をしっかりと行ってきており、しっかりとした
発表が出来ました。開会セレ
モニーでの参加者全員のカ
ブコール、閉会セレモニーで
の仲良しの輪等、貴重な体
験が出来たと思います。

９月２３日（土）、横須賀祭りにて地元の大門組の皆様のご
協力を得て、ビーバー・カブ隊合同で山車引き体験をしました。
体験の前に、愛宕神社に参拝し、参拝作法についても体験
（地元でのご縁を大切にするため、５円のお賽銭での参拝）。
組集会にて調べた山車の特徴などをビーバーへ
伝え、いざ山車蔵へ。お祭り前のお祓いは、スカ
ウト達にとって少し退屈な時間でしたが、貴重な
体験になったかと思います。「ワッショイ、ワッ
ショイ」声高らかに山車を引く。皆で元気に山車
を引く。「ワッショイ、ワッショイ」楽しい時間は
あっという間に過ぎて行きました。大人になっ
て、この体験を思い出し、地元への想いを馳せ
る。そんな風に成長して欲しいと思います。

ニュース & トピックス

〈知多〉
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斗
地
区

尾
張
東
地
区

豊

田

地

区

尾張南地区

シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト
ク
ラ
ブ
一
同

平

　野

　嘉

　彦

愛
知
連
盟
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局 

J
H
2
Y
S
S

副
代
表

新
春
弥
栄

岐
阜
県
連
盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

三

重

連

盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

邦

政

真

人

友

一

智

宏

博

樹

由

美

茂

人

榮

一

氏

家

関中

村

羽
根
田

吉

野

川

口

渡

辺

長
谷
川

章
浩

慈
音

佑
樹

鈴
野

拓
弥

偉
大

祐
子

光
平

雅
裕

光
一

恭
梧

正
悟

拓
馬

宏
史

誌
祐
一

み
ど
り

典
夫

池
田

川
越

佐
野

玉
井

土
本

犬
塚

石
田

梶
谷

松
井

宮
田

河
村

西
脇

清
水

石
榑

安
藤

岩
田

池
田

Facebookもチェック

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

先

達

先

達

名

誉

役

員

相

談

役

相

談

役

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織・拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長〈
事
務
長
〉

同
副
委
員
長〈
会
計
〉

同
副
委
員
長〈
書
記
〉

監

査

監

査

 

久
俊
之

祐
吉

良
憲

将
也

貴
元

利
雄

幸
夫

武
雄

武
司

久
司

秀
興

信
之

三
義

元
信

富
士
夫

知
恵

明
宏

祐
司

智
美

泰
弘

誌
祐
一

勝
久

光
彦

利
明

雅
彦

 

聡
泰
博

善
行

辰
也

純
一

和
俊

 
明

 
匠

紀
明

輝
久

智
行

塚
本

小
川

江
上

松
井

服
部

中
川

大
矢

梅
村

浅
野

安
田

安
藤

前
山

三
井

田
端

小
坂

大
谷

吉
岡

鵜
飼

北
岡

大
島

飯
田

安
藤

加
古

杉
原

杉
藤

波
多
野

松
岡

瀧
本

国
立

岩
瀬

足
立

井
上

森吉
田

各
務

鬼
頭

塚
本

先

達

先

達

先

達

先

達

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長
・
会
計

事

務

長

 

亨
一
男

益
美

義
美

正
行

哲
史

安
徳

篤
松

千
博

資
浩

基
子

正
人

和
孝

義
之

治
生

憲
明

勝
彦

智
治

哲
久

之
孝

北
條

加
藤

佐
藤

大
倉

高
橋

近
藤

村
上

佐
藤

加
藤

中
島

竹
田

竹
内

小
崎

土
肥

小
関

飯
田

永
津

伊
藤

丹
羽

山
﨑

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

事

務

長

副

事

務

長

会

計

係

監

事

監

事

鐸
夫
隆
二

 

勲
倫
之
武
人
昭
憙
由
高
嘉
彦
友
一
　
洋
弘
幸

由
美
子

圭
祐
良
治
啓
介
治
雄

 

精
秀
晴
彰
洋
大
輔
克
敏
武
志
宣
彰
泰
陸
慶
子
育
美
浩
志
正
士
　
登
貴
美
江

孝
之
裕
次
　
隆
　
高
文
義
伸
一
　
茂
澄
雄
　
遥
拓
弥
竜
章
里
美
　
幹
正
人
正
治

舩
橋
中
村
井
上
中
村
河
村
横
江
佐
々
平
野
中
村
中
谷
小
林
林石
川
日
比
野

古
木
植
木
佐
藤
古
川
宮
下
中
川
伊
藤
串
崎
高
多
小
林
佐
藤
椎
葉
椎
葉
青
木
伊
吹
山
口
藤
井
森八
橋
金
田
井
上
間
下
大
谷
田
口
佐
藤
土
本
岩
花
中
村
志
水
境河
合
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知多東地区

尾張西地区

碧海地区

知多西南地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

肥
　
田
　
荘
　
治

山
　
田
　
貞
　二

片
岡
憲
彦

八
　
木
　
幸
　
雄

藤
　
田
　
卓
　
也

三河葵地区 知多北部地区

豊田地区
先

達

名
誉
副
協
議
会
長

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

名
誉
協
議
会
長

豊

田

市

長

名
誉
副
協
議
会
長

み
よ
し
市
長

名
誉
協
議
会
長

豊

橋

市

長

名
誉
副
協
議
会
長

豊

川

市

長

名
誉
協
議
会
長

田

原

市

長

穂の国地区

静
岡
県
連
盟

一
般
社
団
法
人

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

顧

問

顧

問

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長
兼
事
務
次
長

同
副
委
員
長

救
急
看
護
特
別
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

会

計

監

査

会

計

監

査

事
務
長
兼
会
計

敬
順

保
夫

伸
也

恵
至

博
樹

功
一
郎

和
典

陽
介

か
つ
美

利
文

功
介

昌
章

裕
史

敏
明

一
夫

啓
子

和
仁

　
稔

茂
光

吉
彦

佳
代
子

哲
行

正
善

宏
俊

慎
太
朗

由
美
子

惠
子

充
郎

恭
梧

貴
敏

　
豊

哲
男

林土
川

則
竹

水
谷

吉
野

藤
髙

村
瀬

佐
藤

佐
藤

安
江

土
川

平
田

森小
出

山
田

山
田

柴
田

𠮷
田

瀧柴
田

冨
田

脇
田

中
川

牧瀧齊
藤

魚
住

久
富

河
村

田
口

平
林

柴
田

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長

事

務

長

参

席

参

席

参

席

　
馨

敏
雄

昭
範

正
文

全
宏

　
晃

敏
彰

拓
洋

克
巳

　
孝

　
裕

洋
佑

祐
介

輝
久

　
滋

利
江
子

康
俊

　
充

　
保

幹
久

三
弥

祥
也

孝
治

邦
政

真
人

竜
澤

榊
原

神
谷

加
藤

西
脇

新
美

榊
原

岡
戸

須
田

佐
藤

福
谷

田
村

齋
藤

松
本

松
井

加
藤

牧
野

藤
條

竹
内

並
松

澤
田

磯
貝

榊
原

氏
家

関

協

議

会

長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

博
史

光
男

正
純

和
彦

神
野

沼
澤

竹
内

池
田

稔
彦

賢
治

太
田

小
野
田

眞
之

吉
久

元
夫

幸
雄

哲
也

昭
孝

孝
博

康
兵

　
一

茂
美

政
美

宇
野

北
川

水
野

岩
月

八
木

加
藤

金
子

林岡
田

斉
藤

高
橋

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

善
美

市
男

藤
一

尚
治

龍
夫

　
徹

一
晃

徹
男

　
悟

秋
野

鈴
木

竹
之
内

糟
谷

後
藤

石
原

遠
山

稲
垣

外
山

最

高

顧

問

顧

問

協

議

会

長

委

員

長

組
織
・
拡
充
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

総
務
委
員
長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

会

計

監

査

正

直

時

夫

武

行

吉

文

能

宏

寿

彦

和

哉

康

裕

伊
佐
夫

雅

憲

浩

司

淳

次

伸

彦

雅

夫

彰

久

俊

大

淳

一

隆

臣

友

子

満

康

竜

彦

金

次

野

村

竹

内

服

部

内

藤

神

谷

谷

澤

内

藤

白

谷

犬

塚

奥

谷

近

藤

田

中

安

野

宮

村

二

村

井

澤

行

武

酒

井

榊

原

渥

美

阿

部

伊

藤

先

達

顧

問

参

与

相

談

役

協

議

会

長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

光
一

　
実

政
良

光
雄

門
治

能
正

篤
哉

和
義

澄
夫

明
隆

佐
原

山
脇

山
下

渡
辺

白
井

堀
田

伊
藤

鈴
木

宮
野

坂
田

パ
ク 

ジ
ョ
ン
ク

韓
国
ス
カ
ウ
ト
・
ソ
ウ
ル
北
部
連
盟

事
務
処
長



12 古紙パルプ配合率80％
再生紙を使用しています。

私たちは、ボーイスカウト運動を応援しています！

国際フィギュアスケート競技大会国際フィギュアスケート競技大会

12月7日（木）から10日（日）まで日本ガイシホールで開催された国
際スケート連盟が主催する「ISU グランプリファイナル 国際フィギュ
アスケート競技大会 愛知・名古屋 2017」の表彰式に、愛知連盟の
大学生年代のローバースカウト11名が奉仕しました。表彰式では、
ローバースカウトが優秀な成績を収めた選手の先導や各国の国旗の

取り扱いを担当し、日頃から
ボーイスカウト活動のセレモ
ニーで培ってきた基本動作を
意識したスマートネスな行動で
奉仕することができました。

愛知ローバース会議　議長
名古屋第87団　池田 章浩

あいち防災フェスタあいち防災フェスタ

11月12日（日）に愛・地球博
記念公園であいち防災フェスタ
が行われ、10名のローバースカ
ウトが奉仕しました。愛知ロー
バース会議がボーイスカウトとし
て地域に貢献できることを考え、
コンセプトを「野外活動と防災啓

発を結びつけたブース」として小学生以下を対象に出展を行いまし
た。その結果、保護者の方も含め、老若男女を問わずたくさんの
方々に楽しんでもらうことができました。また、呼び込みの作戦を練っ
たことで昨年度の1.5倍である約130名のこどもたちに楽しく防災
を学んでもらいました。
愛知ローバース会議　運営委員　阿久比第1団　西脇 正悟

東邦ガス株式会社

株式会社大丸松坂屋百貨店

株式会社センゾー

名古屋鉄道株式会社

株式会社渡辺機械製作所

明治電機工業株式会社

株式会社高津製作所

株式会社アステックプラザ

（敬称略） 特別維持会員の方々です。

興和株式会社

新東工業株式会社

株式会社みずほ銀行

福玉精穀倉庫株式会社

株式会社チタ製作所

ＣＫＤ株式会社

株式会社大林組

名古屋東部陸運株式会社

岡谷鋼機株式会社 熱 田 神 宮 祖父江 善光寺

根木クリニック

株式会社イズミック

ナゴヤシッピング株式会社

どんぐり交流会どんぐり交流会

11月12日(日)、ボーイスカウト・ガールスカウ
ト・緑の少年団の団員・関係者が新城吉川野
営場に集まり、平成29年度どんぐり交流会が開
催されました。
コナラの苗約200本を緑化推進委員会の作

業説明を聞いてから共同植栽をし、記念標柱設
置後には、しいたけの菌打ちを各自1本行い、自
宅で育てるように持ち帰りました。
昼食後は、ローバースのソウル北部連盟との緑

化活動の発表を聞いた後にトレーニングチームによる親睦ゲーム大会(ネイ
チャーゲーム)に参加して楽しみました。
今回のどんぐり交流会に参加し、植栽活動を通じて自然・緑の大切にする

心、共同作業による相互の交流と親睦の楽しさを感じたと思います。

青少年のための「無線通信技術」修得研修会青少年のための「無線通信技術」修得研修会

この研修会は、第４級アマチュア無線
技士養成講習会として、８月２７日、９月３
日の２日間にわたり、法規と無線工学を
学び、参加した２５名は全員国家資格を
取得することができました。さらに、１０月２
８日～２９日にかけて、新城吉川野営場
にて、無線実務研修を実施しまいたしま
した。
参加したスカウトは、初めて手にする無
線機に少し緊張気味で交信体験を楽しむことができました。今後は技
能章取得に向けた成果に期待をしています。この事業を通じて、科学
技術に興味を持つ機会を得ることもできました。支援して頂きました公
益財団法人永井科学技術財団、一般財団法人日本アマチュア無線
振興協会の皆さま方のご支援に深く感謝申し上げます。


